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 プロジェクトの実施概要  

 

① プロジェクトの目的 

茨城大学と株式会社フットボールクラブ水

戸ホーリーホック（水戸ホーリーホック）は

平成 25年に連携協力に関する協定を結んで

おり，地域に密着したイベントを共同で実施

してきた。水戸ホーリーホックは地域密着度

の高いクラブであり，クラブの地域における

活動を支援することは，茨城大学が掲げる地

域に貢献する人材育成の観点からも重要なも

のであると考える。 

 また，茨城大学と水戸ホーリーホックが連

携協定を結んでから 7年ほど経つが，この間

に多くの教職員と学生が連携協定事業を通し

て有機的に結びつきを深めてきた。このプロ

ジェクトのもう一つの側面は，水戸ホーリー

ホックをキーワードにした学内組織の横糸と

して，教職員・学生・OBOGの「ネットワーク」

を強化し，各学部が実施する縦糸の地域連携

集団とは異なるネットワークを構築すること

にある。このような横糸の活動によって，学

内における相互理解を深め，お互いの専門性

を活かした地域連携活動を行う土壌を形成で

きると考える。 

 

② 連携の方法及び具体的な活動計画 

 今年度の事業としては，6月 22日（土）に
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ケーズデンキスタジアム水戸で開催されるサ

ッカーJ2第 19節の試合を学生および教職員

で観戦するイベント「オール茨城大学招待デ

ー（以下招待デー）」を計画した。このイベン

トはクラブに観戦チケットを無償で提供して

もらうことで実現しており，茨城大学の事業

負担としては参加者の大学からスタジアムま

での送迎をサポートする部分である。招待デ

ーは今回で 7回目となる連携事業の中心イベ

ントであり，今年度はスタジアムでの教育イ

ベントを付加することで，学生に地域に密着

するクラブの活動内容について体感してもら

いたいと考えている。特に，クラブの運営，

広報などの情報をクラブから学生に提供して

もらい，学生のインターンシップや iOPへの

意識づけを行いたい。また，茨大 OBのインタ

ーンシップ体験談や，ホーリーホック選手に

よるキャリア形成についての講話も企画した

いと考えている。 

 オール茨城大学招待デーの内容，特に教育

イベントの内容については，参加した学生か

らアンケートをとるなどして，今後の連携協

定事業へつなげるようにしたい。また，招待

デーや教育イベントの様子については，後日

ビラを作成・配布して参加しなかった学生や

来年度の新入生にも周知するなどし，事業の

成果報告を行う。 

 

③ 期待される成果 

 短期的な成果としては，学内での広報活動

および招待デーイベント参加を通して，水戸

市に水戸ホーリーホックというサッカーのク

ラブチームがあることを知ってもらうことで

ある。特に，地域の住民が一体となって応援

する様子に触れることで，学生および教職員

の地域貢献の意欲を高める効果が期待される。 

 長期的な成果としては，サッカーを通した

学内外での「ネットワーク」づくりである。

大学では学部や部署が異なれば交流する機会

がほとんどなくなるが，サッカーというスポ

ーツを共通項として持ち出すことにより，学

部や部署の枠組みを超えた人材交流が可能と

なる。7年間の活動によって，このネットワ

ークはある程度構築されているが，このイベ

ントを継続実施することで，より多くの学生

や教職員が参画し，交流が盛んになることを

期待している。 

 

 プロジェクトの実施成果  

 

①  活動実績 

 2019年 6月 22日（土）に「オール茨城大

学招待デー」を実施した。これは，サッカー

J2リーグの水戸ホーリーホックと横浜 FCの

対戦（18時キックオフ）を，水戸市小吹町に

あるケーズデンキスタジアムで観戦する，と

いうイベントである。イベント実施に当たっ

て，水戸ホーリーホックの加藤氏，市原氏，

古源氏，茨城大学教員の高橋，藤縄，伊藤，

百武で 4回ほど事前打ち合わせを行い，活動

の広報と詳細を議論した。 

 広報活動としては，6月上旬より 6月 21日

まで，「パネル展示 2019」を図書館 1Fロビー

で実施した。パネルの設営についてはケーズ

デンキスタジアムで場内放送を担当している

アナウンスステーションの学生が積極的に手

伝ってくれた（図 1）。準備中には他のイベン

トで図書館を利用していた一般の方々からも

声をかけられるなど，学内外での周知活動と

なった。 

 

図 1 パネル展示の様子 



令和元年度地域研究・地域連携プロジェクト報告書 

6月 17日から 21日までは，お昼休みの時

間帯に水戸キャンパス生協前で，招待デーの

チラシとチケット配布を行った（図 2）。水戸

ホーリーホックのマスコットキャラクターで

あるホーリーくんも参加して，広報活動を盛

り上げてくれた。チームの成績が絶好調であ

ったこともあって，多くの学生・教職員がチ

ケットを受け取っていった。（258枚配布）こ

の広報活動についても職員やアナウンスステ

ーションの学生が手伝ってくれた。 

 

図 2 招待デーチラシ 

 

招待デー当日は午後 3時に水戸キャンパス

よりバスで小吹町のケーズデンキスタジアム

へ出発した。バス利用者は 43名で，大半は学

部学生が利用した。スタジアムでは教員とク

ラブスタッフで参加者を誘導した。まずは座

席を確保して記念撮影を行った（図 3）。 

 

 

 

 

図 3 芝生席で記念撮影 

 

記念撮影後は教育イベントを実施した。今

回は水戸ホーリーホックの地域貢献活動およ

びインターンシップ状況について，市原氏か

ら説明を受けた（図 4）。サッカーの試合を開

催するにあたって，裏ではどのような活動が

なされているかを具体的に話してもらい，ス

ポーツイベントに携わる仕事の詳細を分かり

やすく説明してもらった。 

 

図 4 水戸ホーリーホックの活動説明 

 

続いて茨大 OBの白石達希君と OGの小林か

なさんから，具体的なインターンシップ活動

の報告があった。参加した学生は質疑応答の

際にインターンシップについて熱心に質問を

しており，アンケートでもインターンシップ

を早い段階でしっかりと考えたいと書いた学

生もいることから，意識づけの動機として十

分な成果があったと考えている。最後に浜崎

拓磨選手と近藤慎吾選手がサプライズで登場
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し，参加者と一緒に記念撮影を行った（図 5）。 

 

 

図 5 教育イベント記念撮影 

 

教育イベント後は，試合開始前にピッチに

入り選手を迎える「ウェルカムフラッグ隊」

として参加した。その後は試合をじっくりと

観戦し，バスで大学までの帰路についた。な

お，今回は招待デー初のナイター観戦であっ

た（図 6）。 

 

図 6 ナイター観戦 

 

 帰路のバス中でアンケートを実施したが，

参加者全員が満足しており，今後のインター

ンシップに役立つとの回答が多く見られた。

また，サッカーの試合そのものについても大

いに興味を持ち，また参加したいとの回答が

多かった。 

 

②  プロジェクトの達成状況 

 今回のプロジェクトを通して，ホーリーホ

ックを身近に感じてもらい，またインターン

シップの選択肢としても興味を持つ学生がい

たと思う。その点では短期的な成果は着実に

あがったと考えられる。 

 長期的な部分では，今回参加した学生が今

後もこのような地域活動に関するイベントに

参加するかが指標となるが，それは来年度に

アンケートをとるなどして測りたい。少なく

とも多くの教職員が率先してことイベントを

盛り上げてくれたことは確実であり，大学内

の横糸としてのネットワークづくりは強化さ

れたと思う。 

 今回の活動内容についてはチラシを作成し

ており，生協のテーブルに A5パネルを置くな

どして学内で活動報告を実施する。 

 

③  今後の計画と課題 

 今後の計画としては，ホーリーホックとの

インターンシップをどのように強化するかが

挙げられる。ホーリーホックは地域の企業と

数多くスポンサー契約を結んでおり，地域の

企業が抱える課題などもよく理解していると

思われる。ここに茨城大学の学生が関わるこ

とで，地域の課題をあぶりだし解決する機運

を高めるような流れを茨城大学で模索できれ

ばと思案している。 

 

 

 

 

 


